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國
學
院
大
學
へ
の
３
年
次

編
入
学
に
必
要
な
講
義
が
９

月
５
日
か
ら
９
月

18日
ま
で

の
２
週
間
、

17科
目

16名
の

講
師
陣
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。

　
学
生
は
希
望
す
る
学
部
学

科
に
よ
っ
て
履
修
す
る
科
目

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
１
科

目
３
日
半
と
連
続
し
て
講
義

が
行
わ
れ
ま
す
。

ペ
カ

ン
ペ

祭
に

ぜ
ひ

　
９
月

30日
ア
イ
ヌ
の
森

Ｈ
ａ

ｉ
ｋ

ｕ
Ｂ

ａ
ｒ

９
月

16日
太
郎
吉
蔵
で
開
催

國
學

院
大

學
講

師
陣

に
よ

る
集

中
講

義

北
海
道
渡
島
管
内
木
古
内
町

サ
ラ
キ
岬
な
ど
人
気

ふふるるささとと
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高
速

輪
転

機
に

驚
き

空
知
新
聞
社

を
訪

問
印

刷
現

場
を

見
学

学
生

４
人
で

奮
闘

中
！

学
内
ワ
ー
ク

ス
タ
デ
ィ
毎

月
、企

画
展

示
も

開
催

６
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の究研育教のてしと関機育教等高、にばと

成果を、地域に発信します。また学生が取材
活動を通じて、読む・書く・話すといった能
力を開発していくことも意図しています。
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子育てサロン「ありす」
　子育て中のお父さん、お母さん、お子さんのための

広場です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　お子さんを連れて、気軽に遊びに来て下さい。　　

対 象 者　おおむね０～４歳未満の子どもとその家族

参 加 料　１家庭あたり100円（保険料を含む）

申し込み 開催日の前日15:00まで（先着30人）　

開催日　９月20日（木）

テーマ：よーいドン！！ごっこ

　
ア
ル
バ
イ
ト
の
業
務
と
し

て
は
、図
書
の
受
け
入
れ・
返

却
・
貸
出
・
配
架
、
学
生
・

他
図
書
館
か
ら
の
依
頼
の
対

応
や
処
理
、
企
画

展
示
、
新
着
図
書

の
ポ
ッ
プ
作
成
等

が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
作
業
を
、

司
書
の
西
村
さ
ん

の
指
示
の
下
に
、

分
担
し
て
行
い
ま

す
。
企
画
展
示
は

月
毎
の
個
人
企

画
、
学
生
特
別
企

画
が
あ
り
、
月
毎

の
企
画
は
図
書
館

の
学
内
ワ
ー
ク
ス

タ
デ
ィ
の
４
人
が

交
代
し
て
１
人
で

発
案
、
企
画
、
準

備
、
展
示
を
行
い

ま
す
。

　
過
去
の
も
の
と

し
て
、
「
源
氏
物

語
」「
神
話
と
星
」

「
猫
と
文
学
」を
テ

ー
マ
と
し
た
企
画

を
行
な
い
ま
し

た
。
学
生
特
別
企

画
は
、
半
年
か
ら
１
年
を
通

し
て
図
書
館
の
学
内
ワ
ー
ク

ス
タ
デ
ィ
の
学
生
全
員
で
行

う
も
の
で
あ
り
、昨
年
は「
映

画
鑑
賞
会
」
「
図
書
館
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
「
國
短

の
先
生
方
の
お
す
す
め
本
」

の
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

随
時
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
や
ポ

ス
タ
ー
で
発
表
し
て
い
く
予

定
な
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
！

　
図
書
館
の
学
内
ワ
ー
ク
ス

タ
デ
ィ
は
、
他
の
学
内
ワ
ー

ク
ス
タ
デ
ィ
と
比
べ
て
、
人

と
関
わ
る
時
間
は
少
な
い
で

す
が
、
図
書
館
の
裏
方
と
し

て
、
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
利

用
し
や
す
く
な
る
か
、
訪
れ

や
す
い
場
に
な
る
か
、
を
常

に
考
え
て
行
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
図
書
館
は
一
般

開
放
も
し
て
お
り
、
学
生
以

外
の
外
部
の
方
に
も
対
応
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
学
校

を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
責

任
を
持
っ
て
明
る
く
丁
寧
に

接
す
る
事
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
も
っ
と
多
く
の
学
生
、

外
部
の
方
が
利
用
し
や
す
い

図
書
館
に
な
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
工
夫
し
続
け
な
が
ら

日
々
の
業
務
を
し
っ
か
り
行

っ
て
い
き
た
い
で
す
。
（
国

文
学
科
２
年
／
田
川
祐
美
）

　
８
月

24日
、
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
Ｃ

ａ
ｔ
ｙ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
一
環
と
し
て
、
空
知
新
聞

社
の
新
聞
の
印
刷
現
場
を
見

学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
普
段
私
た
ち
が
何
気
な
く

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
る
新

聞
が
、
ど
の
よ
う
に
印
刷
さ

れ
発
行
さ
れ
て
い
く
の
か
、

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
印
刷
し
た
新
聞
を
即

座
に
ま
と
め
る
人
や
、
印
刷

機
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
新
聞

の
写
り
に
む
ら
が
で
き
て
い

な
い
か
確
か
め
る
人
な
ど
、

社
員
の
方
々
が
総
出
で
取
り

掛
か
る
様
子
に
驚
き
ま
し

た
。
何
も
書
い
て
い
な
い
、

ま
っ
さ
ら
な
用
紙
の
ロ
ー
ル

が
高
速
輪
転
機
を
通
し
て
一

瞬
の
う
ち
に
新
聞
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
短
い
時
間
で

大
量
の
新
聞
が
出
来
上
が
っ

て
い
く
の
で
、
と
て
も
効
率

的
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
昔
は
活
字
に
よ
る
制

作
で
し
た
が
、
現
在
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
、
パ
ソ
コ

ン
画
面
で
制
作
さ
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。

　
新
聞
が
あ
る
裏
に
は
、
印

刷
と
い
う
技
術
が
不
可
欠
だ

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
知
る

貴
重
な
体
験
で
し
た
。
（
国

文
学
科
１
年
／
佐
藤
誠
也
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句（
２
０
１
６
）の
選
者

を
し
て
い
た
堀
本
裕
樹
氏
、「
札
幌
モ

ノ
ロ
ー
グ
紀
行
」
を
北
海
道
新
聞
に

連
載
中
の
山
田
航
氏
を
招
い
て
、
観

客
の
皆
さ
ん
に
事
前
に
出
し
て
い
た

だ
い
た
俳
句
作
品
に
投
票
し
、
批
評

し
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
下
記
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
俳
句
を
話
の
タ
ネ
し

て
、
楽
し
ト
ー
ク
に
花
を
咲
か
せ
ま

せ
ん
か
。

　
昨
年
度
は
会
場
が
一
杯
に
な
る
ほ

ど
盛
況
で
特
に
学
生
の
参
加
が
多
く

あ
り
、
若
者
の
み
ず
み
ず
し
い
俳
句

で
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
、
高
校

生
、
大
学
生
、初
心
者
の
方
、大
歓
迎
で

す
の
で
、
振
る
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
　

　
記

日
時

２
０
１
８
年
９
月

16日

　
　

午
後
７
時
～
午
後
９
時

場
所
　
太
郎
吉
蔵

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン

　
ク
付
き
）

お
　
題
　
コ
ス
モ
ス
（
秋
桜
）

申
　
込
　
大
学
へ
参
加
を
申
し
込
み
　

後
、
お
名
前
、ご
住
所
、電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き

　
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
投
句
し
て
く

　
だ
さ
い
。

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
体
験
と
ア
イ
ヌ
文
化
後
継
者
と

の
交
流
を
お
こ
な
い
、
自
然
を
敬
い
、自
然
か
ら
学
び
、自
然

を
大
切
に
す
る
心
を
、
一
緒
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

平
成

30年
９
月

30日
（
日
）
　

午
前

11時
～
午
後
２
時
半

場
所
　
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部

ア
イ
ヌ
の
森

内
容
　
祭
儀
、
ム
ッ
ク
リ
演
奏
、
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
、

　
ア
イ
ヌ
料
理
紹
介

参
加
費
　
無
料
（
自
由
参
加
）
雨
天
時
も
実
施

　
ア
イ
ヌ
の
菱
の
実
の
収
穫
祭
で
あ
る
ペ
カ
ン
ペ
祭
が
、
平

成

30年
９
月

30日
に
ア
イ
ヌ
の
森
で
開
催
さ
れ
る
。
上
川
ア

イ
ヌ
協
会
等
の
協
力
を
得
て
、
今
年
で

18回
目
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
中
空
知
地
域
で
こ
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
の
儀
式
が

少
な
く
な
る
中
で
、

18回
目
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
、偏
に
こ

の
お
祭
が
地
域
社
会
に
根
ざ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

　
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
北
海

道
の
道
南
に
あ
る
木
古
内

（
き
こ
な
い
）
で
す
。
そ
の

木
古
内
の
中
で
も
特
に
有
名

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
サ
ラ
キ
岬
」

で
す
。
こ
こ
は
、
木
古
内
町

の
亀
川
地
区
に
あ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
、
５
月
上
旬
に
は

花
壇
に
色
鮮
や
か
な
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
咲
き
、「
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
祭
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
々
が

訪
れ
ま
す
。
ま
た
「
津
軽
海

峡
」
や「
函
館
山
」を
一
望
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
沖
合
に
は
、
幕
末
に
太
平

洋
を
往
復
し
た
こ
と
で
有
名

な
「
咸
臨
丸
（
か
ん
り
ん
ま

る
）」が

復
元
さ
れ
て
い
て
往

時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
、
サ

ラ
キ
岬
の
目
玉
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
２
つ
目
は
「
佐
女
川
神
社

（
さ
め
が
わ
じ
ん
じ
ゃ
）」で

す
。木
古
内
町
の
薬
師
山（
や

く
し
や
ま
）
の
ふ
も
と
に
あ

る
神
社
で
、
寛
永
２
年
に
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
１
月

13日
～

15日
に
行
わ
れ
る
神

事
「
寒
中
み
そ
ぎ
祭
」
の
場

所
と
し
て
有
名
で
す
。
行
修

者
と
呼
ば
れ
る
４
人
の
若
者

が
１
月

13日
か
ら
こ
も
り
、

自
身
の
身
体
を
清
め
て
１
月

15日
に
四
体
の
御
神
体
を
そ

れ
ぞ
れ
抱
え
、
厳
寒
の
海
に

飛
び
込
ん
で
そ
の
年
の
豊
作

・
豊
漁
を
祈
願
す
る
伝
統
行

事
で
す
。

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
中
で
も

人
気
が
高
い
の
が
、
「
道
の

駅
　
み
そ
ぎ
の
郷
　
き
こ
な

い
」で
す
。こ
れ
は
北
海
道
新

幹
線
開
通
前
の
平
成

28年
１

月

13日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
広

域
観
光
拠
点
で
、
現
在
の
来

客
者
数
は
１
０
０
万
人
に
達

し
て
い
ま
す
。

　
道
南
西
部
９
町
の
特
産
物

を
集
め
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ

リ
ア
や
、
世
界
的
有
名
シ
ェ

フ
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
等
々
、
観
光
客
を
引
き
寄

せ
る
魅
力
に
溢
れ
て
い
ま

す
。
木
古
内
に
は
こ
の
他
に

も
、
多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
、
機
会
が
あ
れ

ば
是
非
来
て
下
さ
い
。
（
国

文
学
科
１
年
／
福
士
拓
幸
）

　
國
學
院
大
學
の
父
母
会
支

部
総
会
が
８
月
下
旬
か
ら
９

月
上
旬
に
か
け
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
父
母
会
は
、
父
母
同
士
あ

る
い
は
大
学
と
の
情
報
・
意

見
交
換
の
場
と
し
て
設
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
支
部
総
会
で
は
、
総
会
で

決
議
さ
れ
た
予
算
・
決
算
・
事

業
計
画
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
あ
わ
せ
て
ご
父
母
と
大

学
の
教
員
に
よ
る
個
別
面
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
個
別
面
談
で
は
学
生
の
生

活
や
成
績
、
就
職
や
編
入
学

な
ど
の
進
路
な
ど
に
つ
い
て

面
談
を
致
し
ま
す
。

毎年１月に「寒中みそぎ祭」

空知新聞社の印刷工場で新聞印刷の様子を見学しました

図書館でワークスタディとしてアルバイトする田川さん

毎年１月に行われる「寒中みそぎ祭」
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学
生

の
生

活
や

成
績

進
路

な
ど

で
面

談

　
国
文
学
科
２
年
の
田
川
で
す
。私
は
現
在
、図
書
館
で
学
内
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
現
在
、図
書
館
の
学
内
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ
の
学
生
は
４
人
い
て
、同
じ
短
期
大
学
部
の
学
生
同
士
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
日
々
「
報
・
連
・
相
」
を
密
接
に
取
る
こ
と
を
心
掛
け
、
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。


